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応
募
資
格
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

か
た

応
募
方
法
１２
月
８
日
�
ま
で（
消

印
有
効
）
に
は
が
き
に
�
愛
称
（
命
名

の
理
由
）、
�
住
所
、
�
氏
名（
ふ
り
が

な
）、
�
年
齢
、
�
性
別
、
�
電
話
番
号

を
記
入
し
、
市
民
活
動
支
援
課
・
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
施
設
建
設
担
当
（
〒
３

５
０－

１
３
８
０

入
間
川
１－

２３－

５
）へ

発
表
広
報
さ
や
ま
で
発
表
し
、

採
用
さ
れ
た
か
た
に
は
記
念
品
を
お
贈

り
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
市
民
活
動
支
援
課
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
施
設
建
設
担
当
へ
内
線

２
５
１
２
・
２
５
２
０

市
で
は
、
平
成
１３
年
秋
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
第
一
環
境

セ
ン
タ
ー
（
上
奥
富
）
に
隣
接
し
て
、
太
陽
光
や
太
陽
熱
を
活

用
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
施
設
（
仮
称
）
の
建
設
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
１
階
を
多
目
的
ホ
ー
ル
、
学
習
室
、

会
議
室
な
ど
の
文
化
教
養
の
場
、
２
階
を
多
目
的
浴
室
、
大
広

間
な
ど
の
ふ
れ
あ
い
・
く
つ
ろ
ぎ
の
場
と
し
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
の
世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
施
設
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

対
策
な
ど
環
境
問
題
に
配
慮
し
た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽

光
・
太
陽
熱
）
を
熱
源
と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
環
境
に
や
さ

し
い
施
設
で
す
。
こ
の
施
設
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、

狭
山
市
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設
に
な
る
よ
う
愛
称
を
募
集
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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暮らしの情報ページは主に市からのお知らせを掲載します。申し込み・問い合わせは�の記号で表します。
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統營市名誉市民表彰を受けた
野口建司氏（左）と朴鍾�氏

●
一
般
事
務
臨
時
職
員
の
登
録
者

条
件
に
該
当
す
る
か
た
を
登
録
の
う
え
、

随
時
採
用
し
ま
す
。

募
集
人
員
１５
名
程
度

応
募
資
格
昭
和
２６

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た

採

用
期
間
原
則
と
し
て
１
回
６
か
月
以
内

勤
務
場
所
市
役
所
お
よ
び
市
内
各
施
設

勤
務
日
・
時
間
月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
１５

時
ま
た
は
土
・
日
曜
日
を
含
む
隔
日
の
８

時
３０
分
〜
１７
時
の
い
ず
れ
か

賃
金
時
給

７
６
０
円
（
１２
年
度
）

試
験
日
１２
月
６

日



�
１１
月
１５
・
１６
日


・
�
に
履
歴

書
（
写
真
を
張
付
）
を
持
っ
て
職
員
課
へ

内
線
３
５
１
４

募

集

とんよん

統營市親善伝統芸能交流訪問で
統營市民の日に

笹井豊年足踊りを披露

式典で祝辞を述べる町田市長

●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
か
た
が
た
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
紙
上
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

▼
い
る
ま
野
農
業
協
同
組
合
・
	
埼
玉
県

農
協
福
祉
事
業
団
か
ら
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
の
一
環
と
し
て
道
路
反
射
鏡
３
基

▼
滝
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
＆
幸
カ
ラ
オ
ケ
会
事

務
局
・
伊
藤
一
雄
さ
ん
か
ら
社
会
福
祉
の

た
め
に
３
万
円

▼
北
入
曽
助
け
合
の
会
か
ら
高
齢
者
福
祉

の
た
め
に
５
千
円

▼
霞
ケ
関
寿
会
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
に

５
万
円

９
月
３０
日
か
ら
１０
月

３
日
ま
で
、
町
田
狭
山

市
長
、
大
沢
狭
山
市
議

会
議
長
、
野
口
狭
山
市

国
際
交
流
協
会
会
長
と

笹
井
豊
年
足
踊
り
保
存

会（
古
谷
嘉
朗
会
長
）一

行
が
、
姉
妹
都
市
の
大

韓
民
国
・
慶
尚
南
道
・
統

營
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
韓
は
、
１０
月

１
日
の
「
統
營
市
民
の

日
」
に
行
わ
れ
た
記
念

式
典
に
出
席
す
る
た
め

で
、
町
田
市
長
は
狭
山

市
を
代
表
し
て
祝
辞
を

述
べ
、
足
踊
り
保
存
会

の
皆
さ
ん
は
、
日
本
の

伝
統
芸
能
の
一
つ
で
あ
る
「
笹
井
豊
年
足

踊
り
」
を
統
營
市
民
に
披
露
し
ま
し
た
。

式
典
の
席
上
で
町
田
市
長
は
、
ハ
ン
グ
ル

（
韓
国
語
）
で
祝
辞
を
述
べ
、
会
場
を
埋

め
尽
く
し
た
１
千
名
余
り
の
人
々
か
ら
盛

大
な
喝
采
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
の
話
は

そ
の
日
の
う
ち
に
統
營
市
中
に
伝
わ
り
、

市
民
の
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
で
は
、
統
營
市
に
功
績
の

あ
っ
た
人
々
へ
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
統
營

市
と
狭
山
市
の
姉
妹
都
市
交
流
に
尽
力
し

た
功
績
が
統
營
市
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、

野
口
建
司
狭
山
市
国
際
交
流
協
会
会
長
と

ぱ
く
ち
ょ
ん
ち
ょ
る

朴
鍾


狭
山
市
国
際
交
流
協
会
理
事
が

名
誉
市
民
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

足
踊
り
の
公
演
で
は
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
動
き
と
お
囃
子
の
巧
み
な
演
奏
に
、
会

場
の
人
々
は
、
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
は
足
踊
り
の
種
明
か
し
が
行

わ
れ
、
仰
向
け
に
な
っ
て
両
足
に
お
面
を

付
け
て
両
手
で
人
形
の
手
を
動
か
す
と
い

う
、
ま
さ
に
両
手
・
両
足
を
全
て
使
っ
て

表
情
や
動
き
を
表
す
日
本
の
伝
統
芸
能

に
、
会
場
か
ら
は
驚
嘆
の
声
と
感
動
の
拍

手
が
鳴
り
や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に

足
踊
り
保
存
会
の
皆
さ
ん
は
、
統
營
市
民

広
場
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
夕
方
か
ら
第
２
回
め
の
公
演

を
行
い
、
広
場
に
設
置
さ
れ
た
野
外
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
韓
国
の
伝
統
芸
能
や
創
作
ダ

ン
ス
と
と
も
に
足
踊
り
を
披
露
し
、
こ
こ

で
も
広
場
に
集
ま
っ
た
統
營
市
民
か
ら
拍

手
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
は
、
日
本
の
伝
統
芸
能
を

通
じ
て
、
相
互
理
解
の
促
進
と
統
營
市
と

狭
山
市
の
友
好
交
流
の
絆
を
よ
り
一
層
強

め
る
と
と
も
に
「
近
く
て
遠
い
国
」
か
ら

「
よ
り
身
近
な
国
」
へ
と
相
互
理
解
が
深

め
ら
れ
た
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

国
際
文
化
課
へ
内
線
２
５
１
６

お

礼
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